






























































































































































































































































-4- 食 品 栄 養 科 学 科
根こそぎ都市開発や大型道路や大型橋梁の建設は自然条
件を大きく変えている｡地上をコンクリートやアスファ
ルトで覆い尽くし､雑木や雑草を根こそぎ排除している｡
都市に住む人々の多くが泥土を嫌い落ち葉を嫌うという
のはどうしたことであろうか｡
多くの人の意識の中で､さらに現実の行動の中で､地
表数メートル以内という生物種の最も多く住み着いてい
る環境を余りにも粗雑に扱いすぎている｡
また､自然界に放出される人工産物がますます増加し
ている現実も自然を大きく変えている｡都市ゴミの集積
を覆うために､見えなければよいと言うわけか､有害物
質を谷間や低地に埋めて土を掛けている｡プラスチック
スは形が見えなければよいというので､直ぐにバラバラ
になるようにしている｡形が小さくなっただけではかえ
って回収が困難になるばかりだというのに｡
個々の商品についてみても､例えばプラスチックスの
フタの留め具が直ぐに折れてしまうためにそれ以上は使
えないような容器や電化製品など､例挙にいとまがない｡
棄てられる工業製品の中には､度々規格が変えられるた
めに､修繕の仕様がないものが少なくないことも事実で
ある｡これらはすべて都市ゴミとして集積されて行く｡
商品開発や商品販売に携わる人々に長期的に総体的に生
物圏全体を見る目が無くて､目先のことしか理解できて
いないことの現れである｡
世界中の大 ･中･小都市の裏口に巨大なごみの山が出
来ているのも､近代経済学が掲げている ｢成長と消費｣
の当然の帰結であろうか｡発想法の転換なしではいかな
る救いもあり得ないという思いを噛みしめているのは､
私独りではあるまい｡
都市から排出されるゴミの処理として行われる埋め立
てと焼却は､いずれの方法でも有害物質の環境への放出
が伴っている｡とすれば､徹底したリサイクルとそのた
めの製品造りしかないであろう｡
◇情報化社会の明暗
人類はどこへ行こうとしているのであろうか｡
現代は情報化社会の入り口に差しかかっており､日本
でも情報公開の機運が高まっている｡｢情報公開｣ とい
う風潮の中で､各大学 ･研究機関では自己評価自書の公
表が盛んである｡多くの場合､これらの白書には研究者
やスタッフの個人情報に関するものがびっしり採録され
ている｡日本全国の殆どの大学 ･研究機関がスタッフ･
研究者の個人情報を公表していることについての異論は
無いのであろうか｡これなどは､日本の大学人 ･研究者
のお人良し加減の現れではないだろうか｡欧米では特に
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子育ての家庭では､電話番号や住所も極秘にされている
場合が多いということだが｡
情報の普遍化と均一化がますます進む一方で､多かれ
少なかれ情報を独占しで情報操作を行い中央や地方で権
力を手中にしようとする連中が生まれることを恐れる｡
情報操作を行う連中が地球の生物圏 (生態系全体)の微
妙さを無視したとき､人類はまさに滅亡へと導かれるの
ではないだろうか｡
◇自然破壊と環境保全
地球上のいろいろな土地では､従来通りの方法で着実
に自然が破壊されている｡典型的な例としては､いわゆ
る開発後進国が開発先進国に追いっきこれを追い越すた
めに､自然を大幅に壊し続けている｡先進国にはなぜか､
この自然破壊行為を ｢非難できないし非難してはいけな
い｣とする人々が少なからずいる｡
現在､地球上の生態系を大幅に変化させている人間の
営みは多数の種を絶滅に追いやっている｡これも地球上
に人類の数が増加したことと対応している｡現状が進行
すると､ますます多くの種が滅びそれにつれて生態系も
大きく変わり､そのことが原因で更に多くの種が滅び､
雪だるま式に種が減少してついには人類を含めた高等動
物が絶滅してしまうという図式が進行するのかも知れな
い｡
当面､我々が緊急に考えるべきは､現在の地球上に存
在している熱帯雨林が消滅したとき､人類という種は多
くの種とともに絶滅へと導かれるのではないだろうか､
という危幌についてだ｡
◇ 人口増加と日本人の食稚調達
虚心坦懐に現在の日本の置かれている状況を眺めてみ
ると､大変にお寒い｡食糧自給力は年々歳々減少し続け
ているため､海外からの食糧供給が途絶えると途端に国
内に飢えが蔓延するであろう｡世界中の人口が止まるこ
となく増加し続けている現状は､海外からの食糧供給が
いっ途絶えてもおかしくない情勢を意味するのである｡
現在の日本の政治家に求められる資質は､近未来の日本
人の食糧調達を何としても達成するという意識と情熱と
である｡日本国にとって､日本人の食糧調達の方策こそ
は何をおいても最優先とされるべき事柄である｡ところ
が､飽食の日本社会を見ていると食糧危機など全く感じ
られないし､マスコミも何の意識も持っていないように
見受けられる｡
◇ 生命は何にもまして尊い
片山 :健全な食 ･健康科学を育成する努力を
社会の判断基準が ｢人間の尊厳｣であるとき､平和と
幸福な雰囲気に満ちた桃源郷が存続する｡ところが､現
代日本には､経済的な効果だけを基準にする風潮が社会
のあらゆる部分に浸透している｡その行き着くところは､
桃源郷ではなくて弱肉強食の殺伐たる風景であろう｡
このようなやりきれない世相を反映してか､世紀末信
仰がもてはやされている｡世紀末には自然現象として何
かが起こるという信仰はどナンセンスなものはない｡な
ぜならば､西暦の起源そのものが人工的な産物であり自
然の法則性とは無関係だからだ｡これと同様に､元号は
西暦年以上に人為的産物にもかかわらず､未だに元号に
しがみついている人々の閉鎖性には心が痛む｡
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◇次の世代へ
我々人類の歴史は､人間の愚かさと賢さが織りなすタ
ペストリー である｡愚かさを克服し賢さを伸ばしてきた
努力が文明の進展の証である｡我々が歴史を播きそこに
学ぶのは､現在の営みを省みて愚かさを少しでも減らそ
うとするからである｡その努力こそが人間の英知なので
ある｡
科学研究においても温故知新の大切さが痛感されるの
であるが､そのことが認識できない研究者がいる｡彼ら
に対して､｢未熟なのにすでに香りの人生にあるのか｣
と問いたい｡
Summary
OurDepartmentofFoodandNutritionsciencesaimstopursuethesciencesofhumannutrition.In
this20thcentury,thenutritionsciencescontributedtorecommendationsfordietaryalowancein
● ●
manynations,basedontheanalysISOffoodcompositionsandprogressinnutritionalphyslOnlogy
andhumanbiochemistry.However,recentgenetechnologylSbringlngaboutsubstantialandrapid
●
●
changesoffoodcompositionsandcomponents,resultinglnmuchconfusioninthedietiticsachieved
inthe20thcentury.FortheJapanese,thegreatestsourceofanxietyforthenearfuturewilbefood
●
shortage,andecologlCalaggravationoftheenvironment,acceralatedbytherapidincrementsof
urbanaswelasworldpopulations.Wewishyoungpeopletohavemultilateralview pointsonthe
complicatedpresentandfutureproblemsinscientificandsocialfields,basedontheprlnCipleofthe
I
DignityofLifeasdelineatedbytheConstitutionofJapan.
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